
第４期　高知県がん対策推進計画の取組状況（案）

数値目標の達成率 100％以上110％未満

野菜摂取量（１日当たり）

肝炎検査の受検者数

HPVワクチン接種率

めざす姿

１　がん予防分野 高知県

がん種別５年生存率 67.5%（院内がん登録2014-2015年症例） 67.5%（院内がん登録2014-2015年症例） Ｄ 向上

年齢調整罹患率 387.2（2019年値） 387.2（2019年値） 減少

20歳以上の喫煙率 男性27.0％、女性6.4％　　 男性27.0％、女性6.4％　（R4)　 Ｄ 男性20％以下、女性5％以下

S 数値目標の達成率 110％以上

A

274g 274g　（R4)　 Ｄ 350g以上 B 数値目標の達成率   85％以上100%未満

B型1,477人、C型1,471人 B型1,477人、C型1,471人　（R4)　 － 増加 C 数値目標の達成率   70％以上  85%未満

肝炎陽性者の精密検査受診率 77.8% 77.8%　（R4)　 － 90%以上 D 数値目標の達成率 　70％未満

29.9%（R3） 29.9%（R3） Ｄ 全国平均を超える ー 達成度の判断が困難なもの

個別施策 令和６年度の取組状況 課題と今後の取組

《課題》
・喫煙率は減少しているものの目標達成に至っていない。

《今後の取組》
・禁煙支援に携わる医療従事者の養成やフォローアップを行うなど、喫煙
　をやめたい人がやめることができる環境づくりを推進する。

《課題》
・飲酒、運動、野菜摂取量等の指標は目標を達成していない。

《今後の取組》
・引き続き総合的な啓発を実施することでよりよい生活習慣の定着を図
　る。

《課題》
・陽性者へのフォローアップ体制。

《今後の取組》
・精密検査受診率について、市町村及び各福祉保健所と連携を行うことで
　受診率向上を図る。

《課題》
・地域によっては、外部講師の派遣が難しい場合がある。

《今後の取組》
・課題について、協議会においてがん教育教材の改訂を行い教員によるが
　ん教育のさらなる充実を図るとともに、関係機関と連携し、引き続き外
　部講師派遣体制の整備を図っていく。

指標
基準値
（R4）

現状値
達成度
（※）

目標値
（R11）

がんの年齢調整死亡率（75歳
未満）

男性183.96、女性88.30
（全国平均 男性160.00、女性93.56）（R3）

男性166.33、女性89.15
（全国平均 男性154.37、女性93.51）（R5速報値）

Ｄ
男性　全国平均より減少

女性　R3より減少

受動喫煙の機会を有する人の
割合

家庭(ほぼ毎日)5.0％、職場（月１回以上)19.0％、
飲食店（月１回以上）9.6％　

家庭(ほぼ毎日)5.0％、職場(月１回以上)19.0％、
飲食店（月１回以上）9.6％　（R4)　

Ｄ
家庭(ほぼ毎日)3％以下、職場(月１回以上)
10％以下、飲食店(月１回以上)4.8％以下

生活習慣病のリスクを高める
量を飲酒している人

男性16.8％、女性9.6％ 男性16.8％、女性9.6％　（R4)　 Ｄ 男性15％以下、女性7％以下

運動習慣者の割合
20～64歳　男性25.5、女性21.8%

65歳以上　男性58.2％、女性36.7％
20～64歳　男性25.5、女性21.8%

65歳以上　男性58.2％、女性36.7％　（R4)　
Ｄ

20～64歳　男性30％以上、女性30％以上
65歳以上　男性62％以上、女性50％以上

禁煙希望者に禁煙し
てもらう

・たばこ対策専門部会の開催（書面開催）
・禁煙デー・週間にポスター掲示、高知城ライトアップによる啓発
・９月に集中して、「高知家健康チャレンジ」による禁煙の呼びかけを実施
・とさ禁煙サポーター養成講座及びとさ禁煙サポーターフォローアップ研修会　　
　の開催（養成講座：R6.9.8、フォローアップR7.2.24予定）
・健康づくりひとくちメモでの啓発　禁煙４回（１月末）

生活習慣の改善に向
けた取組を進める

・高知家健康チャレンジで節酒「週２日休肝日」、運動「あと15分（約1,500　　　　　
　歩）歩こう」、減塩「１日の塩分摂取量マイナス１ｇ」、野菜摂取「野菜、
　もう１皿（70ｇ）」を啓発
・ウオーキングイベント等の開催（延べ12,417名参加　４回：12月末）
・健康づくりひとくちメモでの啓発　飲酒４回、運動８回、栄養８回（１月
　末）

感染に起因するがん
対策を進める

・肝炎治療の助成 (受給者証交付数　11月末現在） 
　ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ治療0件、ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝﾌﾘｰ治療20件、核酸ｱﾅﾛｸﾞ製剤治療285件
・肝炎医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの養成
　研修会の開催（新規養成研修会：２月開催予定
　　　　　　　　フォローアップ研修会：１月開催予定）

学校教育におけるが
ん教育を進める

・がん教育外部講師派遣事業の実施　62校（全62回）派遣予定
・高知県がん教育推進協議会の開催　１回（10/29）

■がんの死亡率が減少す
る
■がんの罹患率が減少す
る
・危険因子となる生活習
慣が改善している
・がんの原因となる感染
症が抑制されている

高知県



第４期　高知県がん対策推進計画の取組状況

めざす姿

１　がん予防分野 高知県

S 数値目標の達成率 110％以上

A 数値目標の達成率 100％以上110％未満

B 数値目標の達成率   85％以上100%未満

C 数値目標の達成率   70％以上  85%未満

D 数値目標の達成率 　70％未満

ー 達成度の判断が困難なもの

個別施策 令和６年度の取組状況 課題と今後の取組

《課題》
・がん検診の受診率の目標値に、肺以外の検診が到達できていない。
・検診受診受診のための手順や情報入手の方法が複雑になっている。

《今後の取組》
・がん検診の受診率向上について、市町村検診のデジタル化を推進。
・夜間検診、コンビニ検診の実施。
・がん検診日程の検索が出来る「がんポータルサイト」の構築。

《課題》
・精度管理調査結果について、市町村及び検診機関への情報還元及び改善　
　に向けた働きかけが不十分。
・職域における精密検査受診率が低い。

《今後の取組》
・精度管理調査の結果、改善が必要と認められる場合は、市町村に検診実
　施方法の改善を働きかける。
・職域向けの動画やマニュアルの作成、精密検査実施医療機関の検索がで
　きるがんポータルサイトの構築。

指標
基準値
（R4）

現状値
達成度
（※）

目標値
（R11）

がんの年齢調整死亡率（75歳未
満）【再掲】

男性183.96、女性88.30
（全国平均 男性160.00、女性93.56）（R3）

男性184.37、女性91.23
（全国平均 男性158.04、女性95.96）（R4）

Ｄ
男性　全国平均より減少

女性　R3より減少

がん種別５年生存率【再掲】 67.5%（院内がん登録2014-2015年症例） 67.5%（院内がん登録2014-2015年症例） - 向上

年齢調整罹患率【再掲】 387.2（2019年値） 387.2（2019年値） - 減少

がん検診の受診率
（40～50歳代）

肺59.2%、胃41.6%、大腸46.6%、
子宮頸47.4%、乳51.7%

肺61.1%、胃40.7%、大腸48.7%、
子宮頸48..6%、乳52.9%(R5)

Ｄ 60%以上

がん検診の精密検査受診率
（地域）

肺90.4%、胃91.7%、大腸84.6%、
子宮頸80.0%、乳96.6%（R2）

肺88.6%、胃93.0%、大腸83.9%、
子宮頸82.4%、乳93.9%（R3）

Ｄ 90%以上

がん検診の精密検査受診率
（地域・職域）

肺71.4%、胃62.0%、大腸56.6%、
子宮頸57.7%、乳89.9%

肺74.0%、胃59.3%、大腸54.7%、
子宮頸63.6%、乳92.5%(R5)

Ｄ 90%以上

市町村チェックリスト実施率
肺90.9%、胃90.5%、大腸89.4%、

子宮頸90.3%、乳90.9%
肺87.8%、胃87.8%、大腸87.3%、

子宮頸87.7%、乳88.2%
Ｄ 向上

がん発見率
肺0.04％、胃0.05％、大腸0.11％、

子宮頸0.02％、乳0.29％
肺0.04％、胃0.06％、大腸0.12％、

子宮頸0.03％、乳0.31％(R5)
C 向上

陽性反応的中度
肺3.11％、胃2.02％、大腸2.76％、

子宮頸1.9％、乳7.1％
肺3.43％、胃2.9％、大腸2.67％、

子宮頸2.0％、乳7.9％(R5)
C 向上

■がんの死亡率が減少す
る
■がんの罹患率が減少す
る

・科学的かつ効率的な受
診勧奨を行い、検診受診
率が増加している
・精度の高いがん検診が
実施されている

がん検診の受診を推進
する

・がん検診受診促進事業（市町村補助金）28市町村を支援
　検診の個別通知・再勧奨・精密検査未受診者への受診勧奨など
・居住地以外の市町村でも受診可能な広域検診の実施　５日(2/12-3/11）
・ﾃﾚﾋﾞCM　100本(9月-11月)、WEB・SNS広告(9-11月）、新聞広告掲載

がん検診の精度向上を
進める

・精密検査未受診者への受診勧奨実施
・精密検査実施公表医療機関　胃：45医療機関、大腸：41医療機関、肺：
　15医療機関、子宮頸：15医療機関、乳：10医療機関（R6.11月末）
・高知県健康診査管理指導協議会の開催
　協議会１回開催　部会5回（肺，胃・大腸,子宮,乳）開催
・子宮頸がん検診ワーキンググループ　１回
・がん検診事業評価のためのチェックリスト遵守状況(R6精度管理調査、集団)
A(基準を全て満たしている)：肺2,胃(X線)0,胃(内視鏡)1,大腸1,子宮3,乳1
B(基準の一部を満たしていない):肺20,胃(X線)22,胃(内視鏡)16,大腸21,
                              子宮20,乳21
C(基準を相当程度満たしていない):肺8,胃(X線)8,胃(内視鏡)13,大腸8
                                子宮7,乳8                                                            

高知県



第４期　高知県がん対策推進計画の取組状況

めざす姿

２　がん医療分野 高知県

S 数値目標の達成率 110％以上

A 数値目標の達成率 100％以上110％未満

B 数値目標の達成率   85％以上100%未満

C 数値目標の達成率   70％以上  85%未満

D 数値目標の達成率 　70％未満

ー 達成度の判断が困難なもの

個別施策 令和６年度の取組状況 課題と今後の取組

《課題》
・中央保健医療圏に拠点病院が集中していることから、周辺圏域の医療機関
　との機能に応じた役割分担と連携体制の強化が必要。
・県民がどこに住んでいても適切な診断や治療にスムーズにアクセスできる
　体制確保が必要。

《今後の取組》
・がん診療連携拠点病院機能強化事業等で、拠点病院の機能強化にかかる取
　り組みの支援。
・各施設毎の治療成績や生存率等の評価を掲載したがんポータルサイトの構　
　築。

《課題》
・手術療法、放射線療法、薬物療法、緩和ケア、口腔ケア等がん医療に専門
　的に関わる医療従事者の確保・育成の促進が必要。

《今後の取組》
・「中国・四国高度がんプロ養成基盤プログラム」等を通じて、がん診療連
　携拠点病院等において、がん医療に専門的に関わる医療従事者の確保・育
　成。

《課題》
・質の高いがん医療を提供するため、全拠点病院等における多職種による
　チーム医療の推進が必要。
・手術期における口腔ケアの推進が必要。

《今後の取組》
・拠点病院等とともに、拠点病院等におけるチーム医療の提供体制の整備を
　進める。
・医療従事者に対して、がん治療における医科歯科連携の必要性について研
　修等を行う等、一層の啓発を行う。また、院内歯科のない病院に対して、
　「高知県におけるがん診療に関わる医科歯科連携マニュアル」の再周知を
　図る。

指標
基準値
（R4）

現状値
達成度
（※）

目標値
（R11）

受けた治療等に満足している患
者の割合

72.2％（R5） 72.2％（R5） － 向上

手術療法実施件数 3,464件（R3） 3,476件（R4） A 増加

放射線療法実施件数 1,105件（R3） 1,056件（R4） B 増加

薬物療法（外来化学療法）実施
件数

21,947件（R3） - - 増加

■がんになっても日常生
活の場で安心して暮らす
ことができる
・がん患者が納得した適
切かつ質の高いがん医療
を等しく受けられている

拠点病院等の機能充実
が図られる

・がん診療連携拠点病院等機能強化事業
　補助先:高知医療センター・県立幡多けんみん病院・県立あき総合病院

標準的な治療（手術療
法・放射線療法・薬物
療法）が、質が高く安
全に実施されている

・手術療法と薬物療法はすべての二次保健医療圏で提供
・放射線療法は中央及び幡多医療圏に集約

チーム医療体制が整備
され、医療従事者間の
連携が強化されている

・多職種によるカンファレンスを月１回以上開催するがん診療連携拠点病
　院等
　がん診療連携拠点病院等　４機関（R6現況報告）
　高知県がん診療連携推進病院　１機関（R5現況報告（R6現況報告はR7.1
　月実施予定））
・がん治療における医科歯科連携に関する研修等　R7年度開催予定

高知県



第４期　高知県がん対策推進計画の取組状況

めざす姿

２　がん医療分野 高知県

S 数値目標の達成率 110％以上

A 数値目標の達成率 100％以上110％未満

B 数値目標の達成率   85％以上100%未満

C 数値目標の達成率   70％以上  85%未満

D 数値目標の達成率 　70％未満

ー 達成度の判断が困難なもの

個別施策 令和６年度の取組状況 課題と今後の取組

《課題》
・がん医療に携わる医療従事者が基本的な緩和ケアを正しく理解し、知識
　等を習得することで、緩和ケアが診断時から適切に提供されるよう、継
　続して研修会を実施することが必要。

《今後の取組》
・引き続き、がん医療に携わる医療従事者が基本的な緩和ケアを実践し、
　その知識や技能を維持・向上できるよう、研修会を開催する。
・全保健医療圏で緩和ケアに関する研修を終了した医療従事者を増加させ
　るため、引き続き研修の周知に努める。

《課題》
・訪問看護、訪問診療ともに中央保健医療圏に集中しており、がん患者が
　希望する場所で療養支援ができるように、在宅移行支援などの連携体制
　が必要。

《今後の取組》
・在宅緩和ケアに関する研修会を開催する。

《課題》
・妊よう性温存治療費補助金の情報発信や指定医療機関の拡大が必要。
・妊よう性温存治療及びがん治療後の生殖補助医療に関する情報提供及び
　意思決定支援を行う体制の整備。

《今後の取組》
・妊よう性温存治療費補助金の啓発用リーフレットの作成。
・地域がん・生殖医療ネットワークにおいて適切な支援や治療提供のた
　め、連携体制を強化する。

《課題》
・小児・AYA世代のがん患者に対する支援体制の整備が必要。

《今後の取組》
・若年がん患者の在宅療養に係る費用の助成。
・小児がん中国・四国ネットワークに参加している高知大学医学部附属病
　院、高知医療センターを中心として、小児がん拠点病院である広島大学
　病院をはじめとした同ネットワーク参加病院と症例を共有しつつ、連携
　の強化に努める。

指標
基準値
（R4）

現状値
達成度
（※）

目標値
（R11）

受けた治療等に満足している患
者の割合【再掲】

72.2％（R5） 72.2％（R5） － 向上

緩和ケアチームのある医療機関
数

11機関（R5） 11機関（R5） － 増加

緩和ケアの実施件数 1,386人（R2年9月） 2,151人（R5年10月） － 増加

診断時からの適切な緩
和ケアが受けられる

・がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会数1,125人（R6.12 
　月時点）
・県内のがん治療に関するセカンドオピニオンに対応可能な医療機関数　
　17機関（R5医療機関がん診療体制調査（次回はR8年度実施））

在宅療養支援を進める

・がん患者への訪問看護を行っている施設数　
　21施設（安芸2、中央16、高幡2、幡多1）（R5）
・がん患者への訪問診療を行っている施設数
　34施設（安芸3、中央24、高幡5、幡多2）（R5）
（R5医療機関がん診療体制調査（次回はR8年度実施））

生殖機能温存療法及び
がん治療後の生殖補助
医療が十分に行われて
いる

・妊よう性温存治療費助成件数(R6.12月時点）
　胚凍結２件、卵子凍結２件、精子凍結１件

小児がん患者に対して
支援が十分に行われて
いる

・小児がん中国・四国ネットワーク会議へ参加5回（R6.11月時点）
　(高知大学医学部附属病院及び高知医療センター医師が参加）
・小児慢性特定疾病対策事業での悪性新生物の認定件数　34件（R6.10月時
　点）

■がんになっても日常生活
の場で安心して暮らすこと
ができる
・ライフステージに応じた
療養環境への支援が受けら
れている

高知県



第４期　高知県がん対策推進計画の取組状況

数値目標の達成率 100％以上110％未満

数値目標の達成率   85％以上100%未満

数値目標の達成率   70％以上  85%未満

めざす姿

３　共生分野 高知県

S 数値目標の達成率 110％以上

A

B

C

D 数値目標の達成率 　70％未満

ー 達成度の判断が困難なもの

個別施策 令和６年度の取組状況 課題と今後の取組

《課題》
・がん患者が相談窓口を十分認識できていないため、周知において改
　善が必要。

《今後の取組》
・がん相談窓口やがんサロン、がんの療養情報等がん患者に必要な情
　報を掲載したがんポータルサイトの構築。

《課題》
・がん患者が診断時から治療と仕事を両立させるための情報提供や相
　談支援を受けることのできる体制整備が必要。

《今後の取組》
・がんポータルサイトや作成資材等を活用し、相談窓口を周知。

指標
基準値
（R4）

現状値
達成度
（※）

目標値
（R11）

受けた治療等に満足している患
者の割合

72.2％
（R5）

72.2％
（R5）

－ 向上

がん相談支援センター等の認知
度

36.6%
（R5）

36.6%
（R5）

－ 向上

がん相談支援センター等の相談
窓口の利用者で役に立ったがん
患者の割合

89.3％
（R5）

89.3％
（R5）

－ 向上

■がんになっても日常生
活の場で安心して暮らす
ことができる
・身体的・精神的苦痛が
軽減され、療養生活を送
ることができる

がんの相談支援を受
けることができ、自
分にあった正しい情
報が得られる

・拠点病院等の相談窓口における相談件数（R6.9月末時点）
　高知大学医学部附属病院369件（面談184件 電話167件 その他18件） 
　高知医療センター      598件（面談429件 電話169件 その他0件）
　幡多けんみん病院      268件（面談213件 電話54件　その他1件） 
　あき総合病院　        246件（面談185件 電話60件　その他1件） 
　高知赤十字病院　      221件（面談190件 電話31件　その他0件） 
　国立病院機構高知病院　138件（面談105件 電話33件　その他0件） 
　がん相談センターこうち213件（面談104件 電話105件 その他4件） 
　　７機関計 　　 2,053件
・がんサロンの開催件数　79件（予定件数）（R6.11月末時点）
・がんサポートブック改訂版　6,000部
・がん相談窓口紹介カード改訂　4,800枚
・がん相談窓口紹介ポスター改訂　310枚

治療と仕事の両立支
援を進める

・「高知県地域両立支援推進チーム」連絡会議　高知労働局主催
　（R6.12月時点）
・ハローワークとがん診療連携拠点病院等の連携による出張相談（就労支
　援ナビゲーター1名）

高知県



第４期　高知県がん対策推進計画における各関係機関の取組状況

※MI比：同一時期のがんの死亡数と罹患数との比（死亡/罹患比）。もし死亡数が罹患数より多ければ、その部位のがん罹患が著しい速さで減少している場合を除いては、登録が完全でないことを示す。

※ＤＣＯ:死亡票からしか把握されていない症例のこと。DCO症例は正確度（妥当性）が低いと仮定されるので、がん登録データの妥当性を評価する指標の一つとして用いられる。

めざす姿

４　基盤分野 高知県

S 数値目標の達成率 110％以上

A 数値目標の達成率 100％以上110％未満

B 数値目標の達成率   85％以上100%未満

C 数値目標の達成率   70％以上  85%未満

D 数値目標の達成率 　70％未満

ー 達成度の判断が困難なもの

個別施策 令和６年度の取組状況 課題と今後の取組

《課題》
・継続して精度の高い全国がん登録届出体制の整備が必要。
・県民がどこに住んでいても適切な診断や治療にスムーズにアクセス
　できる体制確保が必要。

《今後の取組》
・全国がん登録事業を着実に実行する。
・各施設毎の診療状況や治療成績等を検索可能ながんポータルサイト
　の構築

指標
基準値
（R4）

現状値
達成度
（※）

目標値
（R11）

受けた治療等に満足している患
者の割合

72.2％
（R5）

72.2％
（R5）

－ 向上

ＭＩ比 0.39（2019年値） 0.41（2020年値） － 0.5以下

ＤＣＯ 1.1（2019年値） 1.2（2020年値） － 10％以下

■がんになっても日常生
活の場で安心して暮らす
ことができる
・全国がん登録の精度を
高めることができる

がん登録届出体制の
整備を推進する

・がん登録推進事業　委託先：国立大学法人高知大学
・遡り調査　2021年データについて実施
・全国がん登録における指定診療所数(歯科診療含む）45施設
・冊子「高知県のがん登録2020年集計」報告書作成　　

高知県


